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◇ 2014 年 10 月 14 日 第 1151 回例会 №1150 ◇ 

 

 

 

 

 

 

 

前回〔10月 7日〕例会記録 

◆来  客 

 石井 博章 君（卓話者・地区米山奨学委員） 

 金 東 右 君（卓話者・米山奨学生） 

 森田 晴夫 君（京都東） 

 

◆会長の時間             金馬会長 

本日は京都東ＲＣより森田様、吹田ＲＣより地区

米山奨学委員会に所属されています石井様。米山奨

学生の金東右君がお客様です。 
5 日の日曜日は関西大学ＲＡＣ創立 5 周年式典に

多くご参加頂き、又全員のご登録もして頂きました

こと御礼申し上げます。有難うございました。 
色々ハプニングもありましたが、大盛況で良かっ

たと思います。幸いなことに河野君も快復している

そうです。 
運営方法や内容については今後の課題にしてい

けますように皆様からのご意見をお聞きし、ＲＡＣ

に伝えていきたいと思います。 
さて、早いもので会長の職も 3 か月が過ぎました。

まだまだ 25 周年記念式典やＦＶＰの事業と多く残

されていますが気持ちを引き締めて頑張って行きま

すのでご協力お願いします。 
10 月は米山月間、職業奉仕月間となっております。

米山奨学会の特別寄付につきましては、年度始めに

お願いいたしました金額を集めさせて頂きますので

よろしくお願いします。 

 
 
 
 
職業奉仕につきましては、当クラブでは 2 月に出

前授業を計画していますので、会長の時間を利用し

まして職業奉仕の在り方等をお話しして行きたいと

思います。 
少し時間がありますので、ＲＩのテーマでありま

す「ＲＩＧＨＴ ＵＰ ＲＯＴＡＲＹ」についてお

話しします。 
自分たちはロータリーを充分に社会に紹介して

いないという理由から、「ロータリーに輝きを」をテ

ーマとしました。 
ロータリーは、世界中の多くの地域社会でたくさ

んの良いことを行ってきました。私たちは、自分た

ちが行ってきたことを誇りとすべきです。良いこと

を行ったら、そのことを人々に伝えるべきです。そ

うすることで、もっと大勢の人が入会し、多くのニ

ーズに応えることが出来るのです。これを言い表し

ている英語の格言があります。（次ページへつづく） 
～･～･～･～･～･～･～･～･～･～･～･～･～･～･～･ 

 

◆出席報告             木元委員 

 

 

 

 

 

 

 

本 日 の 例 会 

今週の歌「われら日本ロータリアンの歌」 

クラブアッセンブリー 

「公式訪問に向けて」 

司会 田中 弘 幹事 

 

次回の例会（10 月 21日） 

卓  話 「職業奉仕月間に因んで」 

       職業奉仕委員会 

       水谷 善博 委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

【10月 7日】 

来  客  ３名 

出席会員 ２８名（内出席規定免除 ６名） 

在籍会員 ３５名（内出席規定免除 ９名） 

出 席 率 ８７．５０％ 

９月２日のＭＵを含む出席率９３．５５％ 



 

 

 

 

 

 

 

It's better to light a single candle, than to sit and 
curse the darkness 
「ただ座って暗闇を呪うよりも、ロウソクを灯した

方がいい」 
世界には問題が山積みとなっており、大勢の人が

助けを必要としています。しかし、「自分に出来るこ

とは無い」と言って何もせずにただ座っている人が

大勢います。これでは、何もかも暗闇のままです。 
しかし、ロータリーは違います。ロータリーの考え

方では、ロウソクを灯すのがロータリーです。私が

一本、あなたが一本。こうして、120 万人全員がロ

ウソクを灯します。力を合わせれば、世界を光で輝

かせることが出来るのです。これが「ロータリーに

輝きを」の意味するところです。 
 

◆幹事報告          田中(弘)幹事 

◎クラブロータリー財団委員長会議の案内 
日時：11 月 1 日(土)13：30～15：45 
場所：薬業年金会館６０１号室 
庄瀬委員長よろしくお願いします。 

◎簡ガバナー補佐訪問「クラブ協議会」での発言要

旨は、10 月 14 日例会日に各担当理事または幹事

までご提出下さい。 
◎地区大会の登録申込書は 10月 16日までに事務局

に提出してください。尚、登録料 5,000 円は、来

週より出席委員会で集めていただきます。 
◎10 月 28 日（火）は、簡ガバナー補佐訪問日です。

例会時間を３０分延長して「クラブ協議会」を開

催します。 
◎11 月 11 日（火）は、泉ガバナー公式訪問日です。 
◎クールビズは、10 月末までですのでよろしくお願

いします。 
 

◆ニコニコ箱 
 石井博章様（吹田ＲＣ）本日、米山奨学会のお願

いに来ました。 
延  会 員 年を重ねるといろんな事がある

ものですね‼ 前回欠席のおわび。 
 金 馬 会 員 関西大学ＲＡＣ5 周年式典に参

加ありがとうございました。 
 北村 (雅 )会 員 本日欠席させていただきます。 

 成 松 会 員 関西大学ＲＡＣ5 周年無事終了

致しました。皆様色々お世話になりありがとう

ございました。 
 西 本 会 員 米山月間ご協力お願いいたし

ます。 
 西 山 会 員 本日、早退させて頂きます。 
 飛 田 会 員 福島に降りて 8 年。 

本日分 31,000 円 累 計 471,000 円 
 

◆10月会員お誕生日 

   8 日 芳賀  洋 会員 
 
◆10月ご夫人お誕生日 

1 日 長島 正恵 様 
1 日 北村 典代 様（北村(雅)会員） 

  12 日 山﨑 和子 様 
  30 日 西山美智子 様 
 

◆10月結婚記念日 

  10 日 田中 茂晴 会員 
  15 日 米谷 正夫 会員 
  26 日 山﨑 睦治 会員 
 

 

 

「米山月間に因んで」 

第 2660 地区米山奨学委員会 
委員 石井 博章 様(吹田ＲＣ) 

本年度、各クラブにお願いしているのは、お一人

当たり普通寄付プラス特別寄付で３万円です。 
米山奨学生の受入れ希望クラブと米山奨学生の採

用人数を比較すると、採用人数の方が少ない。その

ため、できるだけ希望クラブに米山奨学生をお世話

してもらえるように、昨年度より奨学金の増額をお

願いしています。 
米山奨学生の採用人数は２年前の奨学金の金額が

基本になっていますのでご理解の上ご協力をお願い

します。 
 現在、当地区では奨学生が特定の国に偏らないよ

うにしています。昨年は、１３の国と地域から２５

名の奨学生を採用しました。また、せっかくたくさ

んのご寄附をしていただいていますので、米山奨学

を理解する上にも、積極的に奨学生の受入れも合わ

せてお願い申し上げます。 

関西大学ＲＡＣ例会 １０月度予定 

  

１０月度は移動例会により、通常の定例会は

ございません。 

  

卓  話 



 

 

 

「2014年シドニー国際ライラの報告」 

第 2660 地区米山奨学生 
金東右（キム・ドンウ）君 
（世話クラブ：東大阪東ＲＣ） 

初めまして、米山奨学生のキム・ドンウと申しま

す。今日はお招きいただきどうもありがとうござい

ます。これから国際ライラの参加報告をいたします。 
今年の国際ライラ

は、5 月の 26 日から

29 日までの 3 泊 4
日間の日程で、オー

ストラリア、シドニ

ーで行われました。 
どのような内容だ

ったのかを目次に沿

って話したいと思い

ます。まず 2014 年

シドニー国際ライラ

のスタッフとメンバ

ー、それから

International RYLA の目的及び、プログラムの内

容、今後の自分の課題順で説明して参ります。 
今回のスタッフとメンバーですが、世界 22か国、

計 71 名の参加者と、ワークショップ助力者や現地

のサポーター、招待講師の Dr.マークと Dr.モナーを

含む計 21 名のスタッフが共にしてくれました。 
Rotary Youth Leadership Awards の頭文字をと

ってＲＹＬＡライラと呼ぶのですが、国際ライラは

世界中の若者が集まり、より意味深かったのではな

いかと思います。ライラを行うことには、次の二つ

の目的があると感じます。‘Make a difference’と

‘Life Changing experience’です。違いを作ると

いう意味は、もっと価値の高い事をすること。そし

て人生が変わるような体験をすること。どちらも国

際ライラで成し遂げたものです。 
私たち国際ライラ参加者は、満 19 歳から 30 歳ま

での人たちでした。そのような若者たちが集い、世

界で問題視されている水と衛生や児童教育、世界経

済、病気と災害、平和などの６つのテーマについて

共に考えました。様々な国から来ているので、他国

の事例を多く聞くことができて何よりでした。 
（写真の説明・・省略いたします） 

毎朝、I Choose to be…という文句を唱えましたが、

これはその日の自分の気持ちを決めることでした。

幾つかのキーワードがあり、一つを選んで 3 回ほど

唱えると、不思議なことに心が軽くなりました。ま

たどのワークショップをやっても、最後は「刺激を

受けた点は？」或いは、「学べた点」を言うことでま

とめていました。プロ

グラムを通じて、リー

ダーは才能だけではな

く、自ら選択できるも

のでもあると感じまし

た。そして皆と出会い、

刺激を受け合う中で学

べたことがありました。

世界は多様で複雑な事

情があるため、決して

一つにはなれないと思

っていましたが、国際

ライラの期間中、参加

者同士は一つになった貴重な体験をしました。 
最後に申し上げますのは、今後の課題です。シド

ニー国際ライラでもらった情熱と刺激が止まらない

よう、リーダーの意識を持ち、世界にどう貢献する

のかを明確にします。それから心身共に健康に過ご

したいです。また、時間と状況が許す限り、いろん

な経験を積んでいきたいです。今回のような素晴ら

しい機会を与えてくれたロータリー活動に積極的に

取り組んで参ります。参加者としては、何を以って

人を幸せにできるのかを考えたいです。 
以上でご報告させていただきました。 
ご清聴ありがとうございます。 

  

卓  話 

《今回担当：新 井 性 哲》 



 

 


